
費 用 配 分 の 原 則 と は 、 資 産 の 取 得 原 価 を 所 定 の 方 法 に

従 い 、 計 画 的 ・ 規 則 的 に 各 期 に 配 分 す べ き で あ る と い う

こ と を 要 請 す る 原 則 で あ る 。 例 え ば 、 有 形 固 定 資 産 は 、

当 該 資 産 の 耐 用 期 間 に わ た り 、 定 額 法 、 定 率 法 等 の 一 定

の 減 価 償 却 の 方 法 に よ っ て 、 そ の 取 得 原 価 を 各 事 業 年 度

に 配 分 し 、 無 形 固 定 資 産 は 、 当 該 資 産 の 有 効 期 間 に わ た

り 、 一 定 の 償 却 の 方 法 に よ っ て 、 そ の 取 得 原 価 を 各 事 業

年 度 に 配 分 し な け れ ば な ら な い 。

費 用 配 分 の 原 則 が 企 業 会 計 上 重 視 さ れ る 理 由 と し て は

、 費 用 配 分 の 原 則 が 、 損 益 計 算 書 と 貸 借 対 照 表 の 両 者 に

か か わ っ て い る か ら で あ る 。 つ ま り 、 費 用 性 資 産 へ の 支

出 額 を 当 期 に 配 分 さ れ る 部 分 と 、 次 期 に 繰 り 越 さ れ る 部

分 と に 配 分 す る と い う こ と は 、 前 者 の 配 分 額 が 当 期 の 損

益 計 算 書 に 計 上 さ れ る 費 用 と な り 、 後 者 の 配 分 額 が 当 期

の 貸 借 対 照 表 に 計 上 さ れ る 当 該 資 産 の 価 額 と な る 。 し た

が っ て 、 費 用 配 分 の 原 則 は 、 当 期 の 損 益 計 算 書 に 計 上 さ

れ る 費 用 の 金 額 を 算 定 す る 方 法 で あ る と も い え る 。 ま た

、 費 用 配 分 の 原 則 は 、 発 生 主 義の 原 則や 費用 収 益対 応 の

原 則 な ど の 他 の 損 益 計 算 諸 原 則 と も 関 係 し て い る 原 則 と

い え る 。
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